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環境への取り組みに対する�
ＹＫＫグループの考え方�

ＹＫＫグループは、1994年9月に『ＹＫＫグループ環境憲章』を制定し、グループ全社を挙げて環境対策に取り組ん

でいます。この環境憲章は、人類の豊かで健康な生活と環境との調和を目指し、企業活動のすべてにわたって

環境の保全・改善に向けて行動することを基本理念に掲げています。�

深刻化する地球環境問題への全地球規模での取り組みによる持続可能な循環型社会システムの実現が必須

の課題となっています。�

ＹＫＫグループは、世界各国での事業活動がおよぼす環境負荷低減のために、４つの項目を中期環境経営基本政策と定め、それに沿った環境行動目標に取り組んでいます。�
�

環境経営４つの約束�

エコプロダクツ・サービスの開発と提供�
ＹＫＫグループは、商品を通じて持続可能な社会づくりに�
貢献します�

環境負荷低減経営の更なる徹底�
ＹＫＫグループは、事業活動における環境負荷の低減を�
徹底して進めます�

グローバル環境経営システムの運用と活用�
ＹＫＫグループは、世界のあらゆる地域で『環境との調和』を
最優先とした環境マネジメント活動を続けます�

環境コミュニケーションの推進�
ＹＫＫグループは、環境政策を進める上でお客様との『対話』
が最も重要であると考え行動します�
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カーバイドスラッジの処理手順�

工場の一角に埋まっていたカーバイド�

スラッジを掘り起こします�

選別機にかけ、異物を除きます�

除去された異物は分別し、可能な限り�

リサイクルへ�

性状：泥状（水分約７０％）�

ＰＨ：１２以上�

Ｃａ：約４０％�

有害物質なし�

カーバイドスラッジは�

セメント原料となります�
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廃棄物を資源と考え再資源化し、ゼロ・エミッ

ション達成に取り組んでいます。2005年度に

は国内の生産拠点でゼロ・エミッションを達成

し、今後は廃棄物総排出量の削減や再資源

化方法の質の向上を目指し、更なる環境負

荷の最小化に努めています。�

資源循環�

早くから省エネ投資に積極的に取り組み、

CO2削減に貢献しています。更なる削減に向

けて、国内外の工場の新設や設備更新時の

高効率設備の導入、工程改善、自然エネルギ

ーの利用促進を推進するとともに、EMSを軸と

した省エネルギー活動を積極的に推進してい

ます。�

また、「チーム・マイナス６％」に参加し、一人ひ

とりが身近にできる活動を考え実践しています。�

地球温暖化防止�

■ 環境負荷低減経営�

ボイラーの排熱を利用し、ボイラーへの�
供給水を予備加熱（ＹＫＫスペイン社）�

全工場１７９台のクーラーに�
温度調節装置を追加（ＹＫＫ台湾社）�

排水処理スラッジにセメントなどを混ぜ、�
ブロックを製作（ＹＫＫインド社）�

使用済みの溶剤を蒸留分離する装置を�
導入し、溶剤を回収・再利用（ＹＫＫイタリア社）�

破砕機を導入し、不良テープ屑を枕、人形、マットなどの�
クッション材としてリサイクル（ＹＫＫインドネシア社PPD工場）�屋外灯を省エネタイプへ切り替え（ＹＫＫタイ社）�

 CO2排出量の推移�
（ＹＫＫグループ国内主要生産拠点）�
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